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序 文

多賀城市は、奈良時代に陸奥国府が置かれて以来、約1，300年

という長く、豊かな歴史に培われたまちです。この誇りうる歴史

の蓄積を現代に活かし、さらに将来に向けて積極的に継承してい

くことが、本市に課せられた重要な責務の一つであると考えてお

ります。

さて、本書は平成14年度に国庫補助事業として実施した矢作ヶ

館跡第 3次調査、市川橋遺跡第31・32・33次調査の発掘調査報告

書です。このうち、本市の北東部に所在する矢作ヶ館跡は、江戸

時代の記録にその名が見え、本市の中世を語るうえで欠くことの

できない遺跡ですが、これまで、詳細については不明でした。今回、

その中心部と考えられる場所で確認調査を実施し、中世の大規模

な堀跡等を発見しました。これによって、発掘調査のうえからも、

はじめてここが中世城館であることが確認できたわけで、大変貴

重な成果であったといえます。次に、本市の西部に所在する市川

橋遺跡においては、 3箇所で発掘調査を実施しました。この遺跡

は、特別史跡多賀城跡の南正面に位置しており、近年大規模な古

代のまち並みが発見されています。 3箇所とも調査面積は狭いも

のの、いずれにおいても古代の建物跡を発見し、「古代都市多賀

城」の姿を復元するうえで貴重な成果を提供するものとなりまし

fこO

本市においては、以上のような国庫補助事業による継続的な調

査のほか、毎年様々な開発原因により発掘調査を実施しています。

これら一つ一つの調査の積み重ねが、本市の具体的な歴史像の解

明につながり、ひいては新しいまちづくりに活用できるものと期

待しております。

最後に、発掘調査の実施や本書の刊行にあたり 、多大なご協力

をいただきました多くの方々に対し厚くお礼申し上げます。

平成15年 3月

多賀城市教育委員会

教育長楼井茂男



一一一一口
本替は、平成14年度の国蔵補助事業として実施した矢作ヶ館跡第 3次調査、市川橋追跡第31次調査、

市川橋治跡第32・33次調査の成果をまとめたものである。

市川橋治跡第31-33次調査における逃構の名称は、第 1次調査からの一連番号である。

測量法の改正により、平成14年 4月 l白から経緯度の基準は、日本測地系に代わり世界測地系に従う

ことになったが、本書中の各調査で使用した座標値は、従来の国土座標 「平面直角座標系XJを用い

て設定している。

挿図中の高さは、標高値を示している。

土色は、『新版標準土色帖.](小山 ・竹原 :1996)を使用した。

本書の執筆は、調査員全員の協議をもとに 1 • nを若松啓文、 1 • rnを島田敬、Wを相海清利 ・鈴木

孝行が担当し、編集は島田が行った。また、造物整理に際しては、臨時職員の小野寺雪子、小岩博江、

今野妙子、熊谷純子、横山佳織、渡遁奈緒の協力を得た。

本書の作成に際し、墨磐土器の解説にあたっては平川南氏(国立歴史民俗博物館)のこ"教示を得た。

調査に関する諸記録および出土造物は、すべて多賀城市教育委員会が保管している。
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調査概要
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遺 跡 名 所在地 調査面積 調査 期間 調査担当者

矢作ヶ館跡~3 次調査 留ヶ谷二了白地内 824ni 平成14年 7月18日-8月27日 石川俊英、若松主主文

市川橋治跡第31次調査 高鈎字水入地内 25m' 平成比年11月5日-11月22日 島回数、文屋亮

市川橋治跡第32次話器査 市川字i鳴ノ向!!地内 28m' 平成14年11月27日-12月17臼 栂持事t背利

市川橋遺跡第33次調査 市川字I鴻ノ池地内 360f 平成14年11月278-12月18日 鈴木孝行、菊池盤
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1 .矢作ヶ館跡、 ・市川橋遺跡の概要

第 1図調査地の位置

1 .矢作ヶ館跡

矢作ヶ館跡、は多賀城市北東部の留ヶ谷地区から塩竃市袖野田地区にかけて所在し、東西200m、南北150

mに及ぶ古代 ・中世の遺跡として登録されている。本遺跡の周辺地形は、塩竃丘陵から派生した低丘陵の

末端に大小の谷が入り込む、起伏の多い複雑なものとなっている。その中で本遺跡は、東西方向にのびる

標高20'""25mの低丘陵の東端部に立地し、比高差10-20mと起伏に富んだ地形となっており、現在は東北

本線によって南北に分断された状況になっている。本遺跡は『多賀城町誌.](1967)以降、『風土記御用書

出.](1774)所載の「屋はきか館」に比定されている。本遺跡の発掘調査は東北本線北側の丘陵部分で 2

次にわたって実施されており、古代の竪穴住居跡、掘立柱建物跡、溝跡などが発見されたが、中世城館の

痕跡及び中世の遺物は確認されなかった。

2.市川橋遺跡

市川橋遺跡は、特別史跡多賀城跡の西側及び南側に位置している弥生時代から平安時代にかけての複合

遺跡である。その範囲は、東西l，400m、南北1.600mに及んでおり、多賀城跡の所在する低丘陵と砂押川

に挟まれた標高 2-3mの沖積地に立地している。

これまで数多くの発掘調査が実施されており、その成果として、多賀城南面に施行された古代の方格地

割りの発見が最も注目される。これは南北大路、東西大路と呼んでいる二つの主要道路を基準とし、東西・

南北の直線道路によっておおよそ 1町四方の区画を形成したものである。その範囲は、東西約1.100m、

南北約750mに及び、道路跡のほか、河川と橋、役人や庶民のすまいなど多数の遺構が発見されている。
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ll.矢作ヶ館跡第 3次調査

1 .調査に至る経緯と経過

本調査は、宅地造成に伴う確認調査として実施

したものである。地権者の鈴木氏より、同地にお

ける宅地造成計画が平成14年 5月20日付けで提出

された。計画は多賀城 ・塩寵両市にわたる丘陵上

の果樹園約10，400n1を造成対象とし、遺跡内の丘

陵全体を標高差で10m程度切り土し、遺跡の現状

を著しく改変するものであったため、関係各機関

の協議が必要と判断された。関係者協議は周年 6

月25日に現地において行なわれ、宮城県教育庁文

化財保護謀、多賀城市教育委員会文化財課、市埋

蔵文化財調査センタ一、塩竃市教育委員会生涯学

習課、地権者、施工業者の 6者で地表面観察を行

なった。その結果、古代の造物が表面採取されたことから本遺跡を古代の遺跡として認識はできるものの、

丘陵にみられるいくつかの平坦部が中世城館の遺構(曲輪 ・平場など)を反映しているとは考えにくいと

いう見解で一致し、確認調査が必要であると判断した。発掘調査については、塩竃市分は県文化財保護課

の指導・助言を受けて塩竃市教育委員会生涯学習課があたり、多賀城市分は多賀城市埋蔵文化財調査セン

ターがあたることを確認して、協議を終了した。 7月2目、再度現地において多賀城 ・塩竃両市の関係機

関による調査区の選定、土層堆積状況の確認などを行なった後、両市間で発掘調査実務に関する協議を行

なった。 7月4目、宮城県庁において県文化財保護課、市埋蔵文化財調査センタ 一、塩寵市教育委員会生

涯学習課の 3者で今後の発掘調査に関する最終的な協議を行なった。 7月 8目、地権者より発掘調査依頼

及び発掘調査承諾書が提出され、調査前の協議が終了した。

7月12日、調査に先立って調査区を23ヶ所設定した。調査区は、現地形が中世城館の遺構を反映するか

否かの確認、と古代 ・中世の遺構の検出を目的に、丘陵頂上部及び南~西斜面にくまな く設定した。調査面

積は824n1で、多賀城市分調査対象面積約5.700n1の約14.5%に及んだ。発掘調査は 7月18日から開始した。

大小の重機による表土除去と平行して、作業員を導入して器材搬入を行ない、表土除去が終了した調査区

から順次精査に移行した。事前協議で果樹の現状保存が前提となっていたために低い果樹棚下での作業と

なり、特に小型重機での表土除去は困難を極めた。 7月22日で大型重機による表土除去を終了し、各調査

区の精査及び写真撮影、断面図作成を進めた。岡田、丘陵上部西側調査区で大規模な溝跡を検出し、同じ

く東側調査区、塩竃市分の調査区でも同規模の溝跡を検出したことから、関係機関3者でこの溝跡を丘陵

上部に巡らされた中世城館の堀跡と認定した。加えて、堀跡外側に黒褐色土の堆積層が確認され、居中よ

り造物が少なからず出土したことから、これを造物包含層と認定した。 7月26日、小型重機による果樹棚

下の表土除去を終了した。 7月26・29日には、測量基準点の設置及び各調査区の光波実測を行なった。 8

月 2日からは、各調査区の平板実測を行なった。同日より作業の進捗状況を勘案しながら、堀跡と造物包

含層の範囲確認のために丘陵頂上部及びその西側の拡張を随時行ない、 8月7固までに終了した。 8月9
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目、各調査区の図面作成を完了し、器材を搬出して実質的な調査を終了 した。その後、 8月12・13日に大

小の重機による埋め戻しを行ない、重機では埋め戻しが困難な調査区に関しては、 8月26・27日に作業員

を導入して埋め戻し作業を行なった。 8月27日午前で埋め戻し作業を終了し、器材を搬出して、全ての調

査を終了した。

2. 調査成果

(1 ) 発見遺構

今回の調査では一部遺構を掘り下げて精査した調査区もあるが、確認調査であるために全体としては遺

構検出をするにとどめた。発見した遺構は、古代の竪穴住居跡3軒 ・柱穴 6基、古代の造物包含層、中世

城館の堀跡 ・土橋跡、中世の柱穴 6基、時期不明のピット94基 ・溝跡20条 ・土境 9基である。遺物は表土

及び堆積層から出土しているが、大部分は表土からの出土である。

以下、検出遺構の時代的相違から標高20m前後を境界として、丘陵上部の調査区(1~17T) と丘陵下

部の調査区 (18~23T) とに分けて概要を説明する。

なお、検出した遺構については調査の性格上及び紙幅の関係上、以下のように扱った。竪穴住居跡につ

いては検出した規模を示した。柱穴については柱痕跡のあるもののみを柱穴と認識し、その他はすべてピッ

トとして扱った。溝跡については検出した幅と長さを示し、土墳については全体を検出したものについて

のみ、その規模を示した。また、今回は確認調査であるため、検出遺構に遺構番号は付さなかった。

丘陵上部 1 "'17T 

1--8Tは、丘陵頂上部の果樹棚下に設定した調査区である。これらの調査区では、耕作機械(トレン

チャ ー)による撹乱講や施肥のための撹乱穴が随所に検出され、後世の撹乱が著しいことが確認された。

l Tでは表土下21~55cmで地山面に達し、 柱穴 3 基、 ピッ ト 1 基を検出した。柱穴はほぼ円形で直径20

~25cm、 柱痕跡は円形で、直径10--18cmである。ピッ ト はほぼ円形で、 直径18cmである。堆積層は検出され

ず、 造物も出土しなかった。 2Tでは表土下20~39cmで=地山面に達し、 柱穴 3 基、 ピッ ト 3 基を検出した。

柱穴はほぼ円形で直径18--30cm、柱痕跡は円形で、直径10--12佃である。ピットは隅丸方形で、一辺15--25

cmで、ある。堆積層は検出されなかったが、遺物は土師器片が出土した。 1• 2 Tの柱穴群は形状 ・規模か

ら推測すると中世のものとみられるが、調査区の制約上性格については不明である。

3--8Tでは表土下 8--70cmで、地山面に達し、堀跡を検出した。 5Tの堀跡については完掘して断面観

察を行なったが、堀跡埋土から遺物は出土しなかった。堀跡の上幅は3.5--5.3mで、下幅約2.0m、深さは堀

外の地山面と堀底の比高差でみると1.1mである。なお、掘の内側(丘陵頂上部中心側)の地山面が掘の

外側より最大で1.7m高いことは確認できたが、堀内縁部に土塁の痕跡は検出されなかった。 3・5・8

Tでは、地山直上に均質な黒褐色土層を検出したものの、他の調査区では堆積層は検出されなかった。黒

褐色土層は丘陵頂上部の東~南面に環状に残存しており、 3Tでは層厚10--20cm、 8Tで、は層厚10--15cm

で検出された(図 2)0 5 Tでは黒褐色土居が届厚8--18cm確認され、その範囲は調査区のさらに東側へ広

がるものとみられる(図版 5)0 7 Tでは、南東から北西方向に伸びる幅約2.3m、長さ2.8m以上(推定

4.0m)の地山部分が検出され、この部分が堀跡に設けられた土橋跡とみられる(図版 8)0 3・4・6--

8Tの表土及び堀跡埋土から造物は出土していないが、 5Tの表土から施紬陶器の破片が出土している(第
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4図)。

9 ~12Tは、丘陵頂上部より 2.5~3 .0m低い南側緩斜面及び、平坦部の果樹棚下に設定した調査区である。

9 ・ 12T では表土下12~45cmで・地山面に達し、遺構、堆積層は検出窓れず、造物も出土しなかった。 10T

で・は表土下1l~34cmで地山面に達し、 堆積層は検出されなかったが、 ピット l 基を検出した。ピッ トの形

状はほぼ円形で、規模は直径18cmで・ある。造物は出土しなかった。l1Tでは表土下12~36cmで地山面に達

し、堆積層は検出されなかったが、 ピッ ト 2 基を検出した。ピットの形状は円形で、規模は直径20~22cm

である。遺物は土師器片、須恵器片、近世以降の瓦片が出土した。

13~17T は、果樹がまばらな西側斜面に設定した調査区である。各 トレンチで堀跡を検出し、 13 ・ 14T

では堀跡を完掘して断面観察を行なった。堀外堆積土の断面では、上屈にいくに従って黒褐色土から均質

な地山の明赤褐色土へ変化しており、堀開削時の廃土が堀の外側に順次積み上げられていった様子が観察

された。堀外堆積土は黒褐色土層上面からの層厚が5~50cmで、黒褐色土層の範囲とほぼ閉じ広がりにな

るものと推測される(第 3図 ・図版10)。堀内埋土は堀底より黒褐色土や暗褐色土を主体として均質かっ

レンズ状に堆積していることから、堀は自然堆積により徐々に埋没したものと推測される。堀の造り替え

の痕跡は確認されなかった。 13~17Tの堀外には 3~8T同様、広範囲に黒褐色土層が確認された(第 2 ・

3図)013・14Tの黒褐色土層中からは土師器、須恵器、須恵系土器の破片が出土した(第 4図)。このこ

とから、この層はおおむね古代を中心とする生活面であると推測されるが、丘陵上部がどのように利用さ

れていたかについては不明である。 15~17Tでは、遺物は出土しなかった。

3~8 ・ 13~17Tで検出した堀内埋土の最上層は黒褐色土に地山プロックが混じっているものが多いこ

とから、自然堆積によって埋没していき、最終段階で人為的に埋められたものとみられる。しかしながら、

遺物が出土していないために埋没した時期については不明である。

丘陵下部 18~23 T 

18~21 Tは丘陵西側斜面に設定した調査区であり 、 19~21Tでは表土下5~50cmでi也山面に到達し、堆

積層は検出されなかった。

18Tでは竪穴住居跡2軒、柱穴 3基、ピット23基、溝跡11条、 土壌6基を検出した。竪穴住居跡 2軒の

うち、調査区西端で検出したものは1.5mx 1.3m以上であり、もう一方は被熱により赤変した煙出ピット

のみの検出で、その形状は円形で直径18cmである。柱穴は隅丸方形で一辺40~60cmであり、柱痕跡はほぼ

円形で直径20~30cmである。柱穴の形状や規模から、古代のものとみられる。ピットはほぼ円形で、直径

12"'40cmである。溝跡は幅20"'56cmで、長さ0.5"'4.3mである。土墳は40"'60cmx90~100佃である。

19Tでは竪穴住居跡 l軒、ピット 9基、土境 1基を検出した。竪穴住居跡の規模は1.8mX 1.3m以上で‘

ある。ピットは円形で、直径18~40cmである。両トレンチの表土から土師器、須恵器の破片が出土した。

20・21Tでは造構、堆積層は検出されず、造物も出土しなかった。

22・23Tは丘陵裾部の比高差約1.4mの斜面から畑地にかけて設定した調査区である。両調査区北側の

斜面では堆積層を層厚約0.8mで検出したが、平坦な畑地では表土下16"'50cmで地山面に到達した(第 3

図 ・図版12・13)022Tではピット 22基、構跡 2条、 土壌1基を検出した。ピットはほぼ円形で、直径10

---40cmである。溝跡は幅20"'42cmで‘長さ 3m以上である。土墳はいびつな長方形で40x70cmである。23T

では柱穴 3基、ピット33基、溝跡 7条、土壌 l基を検出した。柱穴は隅丸方形で一辺30"'50cm、柱痕跡は

4 
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第 3図各調査区断面図

0・24.0rn

23.0m 

各調査区断面土層注記

No. 土色 ・土佐

l. 0音尚色土 (10YR2/。
備 考

地山プ@ッタを多量置に含む.現滋土.

2. 1品色土 (10YR4/心 地山IJt干を含む。自由内爆土{人為峻積).

3.にぷい興12色土(lOYR4/3)地山位予を含む.焔内明土{人為地積).

4.泌色七 (10YR4/4)

s.縄色土 (10YR4/4)

6.褐色土 (10YR4/4)

鋤IlJプ0 ヲク会合む.騒内湖+(人ぬ繊細l.

地山プロックモ多震に含む.胞内思土。

地山プロヲクを5より少な〈含む.綱内唄土.

1.にぷい賞栂包土(lOYR4/3) ~J1t.組内組土.

ι&&12色土(JOYR3/4) 白色地，bl~干を企む.ザラサラ ιt土. 掬内埋土.

9. m尚色土(lOYR2/3) 白色地山佳子を含む.組内組土.

Iぬ 土色・土佐

26.明綜悶色土 (5YR5/8)

27. n唱1書色土(I0YR2/3)

儲考

!.Ill8色土 (10YR3/2)土告会む.場外機関士.

26. IIil色土 (10YR4/心 地山プロ γタ岳会む.しまり屯1-.

?.9 時制色士 (10YR3/百} 蝿，hプD.H.flI，.1.1砂、枯性に'l:1Jる.園内置土.

30.明司ト絢色土 (5YR5/8) 思冊色土(lOYR3I却を1.より多〈皐仏幅?¥堆簡土.

31. にぷい横倒色土 (10YR4/3)地山敏子壱含む.

32.略III色土 (10YR3/3) 地山縫子、地山プロマク壱含む.

33.オリープ褐色上 (Z.5Y4/3)地山枝子、炭化物を微混合む.

34.賞褐色土(10YR5/6) 地山プロ ックを含む.

10.筒色土 (7.5YR4/Sl 明串間色土 (SYRS/8)プロ，タをSむ.掴?¥堪慣土. 35.略;t'..・プ間色土 (2.5Y3/3)地山プロヲ夕、炭化物を含む.

11. D.月第褐色土(5YR5/8) f!，J軍Ir~2次継続::t~編外地検土。 36. IこJ'い貨褐色土(lOYR4!3) 地山股子を事滋に含む.

12 鳳糊色土(lOYR3/2) 均質でしまりなし。古代の遺物包含筋. 37 にぷい賞栂色土(lOYR4/3) 鳩山綾子、小僚を瓜点状に含む.

13. l!l色土(10YR<I/4) 地山プロヲタを底内世に吉む.櫨内壇土(人畠堆闇). 38.明慣締色土(lOYR6/8) 5咽大の傾を含む.

14.尚昆土 (10YR4/4) 比鮫的均質な推計ti. 却 *リ ープ筒色土 (2.5Y4/6) 5価大の車植をわずかに含む.

15. 1品色土 (7.5YR4/6) 1-まりな〈 、ポソポソしている. 40. I目色士(I0YR4!4) IIl!tlJ位乎を含む.

16. Jl¥1日色土(I0YR3/2) しまり、勉位なL.編内埋:じ 41.に』叫‘質問色士(lOYR4/3) 地山佐子を含む。

17. 111色土(I0YR4/心 地山段予を含む. 42 賛同色土 (2.5Y5/心 地山怯子、小磁をプ0ック状に含む.堆ftfJl!l.

18 にぷい貨制色土(lOYR5/3)白色鳩山敏子、織を含む.脇外!1t附土. 43 鮒目色土 (2.5Y5/6) 地山健子、小様をプロヲク状に含む， 1量積廊.

19. 12色土 (7.SYR4/S) 44. オリープ尚色土 (2.SY4/4)地山t立子、暴園大町鵬、炭化物を含む.1量積層.

20.褐色土 (10YR4/4)

2L 111色土(10YR4/4)

地山プロックを含む.

地山位予を含む.

45 にぷい策総色 (10YR4/3) 1曲山続子を含む.地MIiII.

46.燭色土 (IOYR4j4) 地山粒子、炭化物を含む.地隈廊。

22.賞綿色土 nOYRS/S) 省銀様、地山プロックを含む.編外地積土. 47. ml畠色土(lOYR3/2) 地山位子、炭化物奇書む.古代町泡鈎包含庖.

23.0m  23 崎純色土1l0YR3/4) 地山プロッタを含む.綱外t桂樹土. 48 黒褐色土(lOYR3/2) 地山胞子を含む.

24 明褐色土 (7.5YR5/6) 白色地山総干を含む.~自内唆土. 49.鳳憾色土(lOYR3/) 地山IHを含む。しまり、給性に欠げる.

25. 111色土(lOYR4/6) 地山土を若干含む。繍内壊土。 50.m栂色土(JOYR2/3) 地山院予、炭化物を含む. Lまりあり。

22.0m 
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ほぼ円形で、直径12--18cmで・ある。柱穴の形状や規模から古代のものとみられる。 ピットはほぼ円形から隅

丸方形で、直径14--40cm、一辺35--40cmである。溝跡、は幅16--82cm、長さ1.2m"'"'3.3m以上である。土墳

は歪んだ長方形で、 70x90仰である。両 トレンチの表土から、土師器、須恵、器、須恵系土器、瓦、近世以

降の陶器、瓦の破片が出土 した。

でヰメ 、ミ圭グ(
'

l内
《

lu一一一一一
一

ミ寸 /.
4議選& さ土b夫、

。 10ω 

撤位:個

No. 出土地 ・厨位 緩別 若宮稲 特 2世 ロ径俄存率〉 飯Il依存河町 銭高 写奥歯J'.!i: 鵠 番号 |

1114T'J>>，縄色土胞 土師i!d 何: (内 ・外面〉ロヲロナヂ{感銘)陸軍irIl 11.9 (1/24) 4.6 (15/24) 3.55 

2114T・娘18色土I砲 須恵器 4事 (内・外面)ロ9ロナヂ〈底鶴〉回転糸切り ー 4.4 (24/24) ー ー 3 

3 123T' 1，.-1 須恵系士宮E 事事 (内・外部) 0クロナヂ(底部〉回転糸切り 13.4 (2/24) 6.0 (13/24) 3.5 

4122T'L-1 f昆態系土器 杯 {内・外00)ロ?oナデ(底部〉回転糸切り 12.0 (9/24) 4.0 (10/24) 3.5 8 

515T'L-! 総動陶怨 瓶子 {外節)ロタロナデ→平行沈線 ・印花文→施鮎(内OOlllilf!a司ロクロナヂ 『 ー ー 1・2

第4図出土遺物

(2) 発見遺物

今回の調査では、半数の調査区で遺物が出土 したものの、いずれも細片で脆いため器形を復元するのが

難しく、図示できたものはわずかである。

遺物は、古代から近世以降のものが出土している。最も多いのは古代の土器で、土師器、須恵器、須恵

系土器が出土している。器種は杯、高台付杯、裂である。須恵系土器が少なからず出土 しているので、須

恵系土器が出現する10世紀以降もこの丘陵が何らかの形で利用されていたことがうかがえるo

出土造物の中で特に注目されるのは、 5Tの表土出土の施紬陶器片である(補注 1)。 この施紬陶器片

は外面に平行沈線が上下 2段に施され、その聞に印花文が 2つ押印されたものである。この平行沈線(櫛

描文)は古瀬戸前期後半の瓶 ・壷類に一般的に施されるもので、印花文も同時期に使用が増加するとされ

ている。また、内面には指圧痕から回転ユビナデ調整の順に調整痕が残っており、これらは古瀬戸の大形

の瓶 ・輩類に多くみられる粘土紐輪穣み成形(紐輪積み成形)時の調整痕と同様のものとみられる。この

破片に残る平行沈線の復元直径と破片の曲線から器形は瓶子とみられ、上記の特徴から、この瓶子片は藤

津良祐氏の古瀬戸前期様式編年の、前W期の瓶子E類にあたると考えられる。前町期は13世紀末を含まな

9 



い13世紀後葉に位置付けられている(註 1)。

古瀬戸前期の瓶子を含む大形瓶 ・壷類は、中世墓の火葬蔵骨器として出土する事例が多く 、生活関連遺

跡からの出土例は鎌倉追跡群以外では少ないという傾向をもっとされるが(註 1)、今回の調査では生活

関連痕跡はもとより中世基とみられる遺構も検出されておらず、どのような理由で丘陵頂上部に搬入され

たかについては不明である。

3.矢作ヶ館跡について

矢作ヶ舘の名称の初見は、『風土記御用書出.!I(1774)所載 「留ヶ谷村風土記JC註 2)古館の項で、

rc前略)ー古館 二J一野田」 屋はきか館竪四十間横廿五間(中略)右二館共誰御居館と申儀井

年月共相知不申候事(後略)Jとしている(註2)。この後、矢作ヶ館に関する記述は見られず、『多賀城

町誌.!IC多賀城町誌編纂委員会編 (1967)以下『町誌J)まで、待つことになる。『町誌.s(355頁)では、

iC前略)野田屋敷には六軒あって矢矧館(やはぎたて)とよばれる古舘がある。玉川堤の南隣の小高い山

で上は約一反歩の平地をなし、周囲に土塁及ひe外堀の跡が残っている。今は梨畑になっているが、ここは、

留守家の主要家臣である逸見遠江守の居館であったといわれる。(後略)Jと述べている。矢作ヶ舘跡の比

定については、『町誌』編纂時の現地の地表面観察によって土塁、外婦が観察されたために城館跡と認定

したものと読み取れるが、その館主の比定に関しては根拠が提示されていないために、不明といわざるを

得ない(補注 2)。

聴き取り調査によると地権者宅は代々屋号を「古館(ふるだて)Jと称し、周辺住民も本遺跡を「古館」

と呼んでおり、本遺跡が古館=中世城館跡と認識されてきたことがわかる。しかし、『史料 仙台領内古

城 ・館J第三巻(く紫桃正隆 1973) 623頁)では rc前略)二、規模、構造 高さ約二五米、東西-00

米、南北五O米ほどの楕円形平場が館I止と伝わるが、今はすべて屋敷地や、果樹園と化し、遺構らしいも

のは何もなくなった。(後略)Jと記されており、矢作ヶ館跡は城館の痕跡がみられないとされている(補

注3)。鈴木氏宅でも、地表面観察で土塁や外堀跡と認識できるような地形の起伏があった記憶はないと

いし" r町誌』編纂時期にあたる1960年代以降は丘陵上部の地形改変はしておらず、現状のままだという

(補注 4)。

『町誌J記述と聴き取り調査との聞には組舗があり、 『町誌』の指す「矢矧館」は現在の矢作ヶ館跡で

はない可能性もある。聴き取り調査の中で 「古舘」は現在の本市伝上山地区北端との話もあり、その場所

は近年まで梨畑で、『町誌』記述の「玉川堤の南隣の小高い山」という表現にあてはまりそうな地形を呈

していたようである。しかしながら、現状では宅地開発によって往時の地形を全くとどめておらず、『町

誌』のいう「矢矧館」が伝上山地区にあったか否かを確認することはできない。

ただ言えることは、現在の矢作ヶ館跡が古くから 「古館」と称されており、今回の確認調査によって中

世城館であると判明したことである。矢作ヶ館跡が『町誌』でいうところの 「矢矧館Jと同ーかどうかに

ついてはもはや確認できないが、城館名はともかく 、この場所がかつて中世城館として存在したことは事

実のようである。

10 



4. まとめ

(1) 丘陵裾部で古代の竪穴住居跡 3軒、柱穴6基を検出し、土師器の杯 ・高台付杯 ・護、須恵器の杯 ・整、

須恵、系土器の杯、瓦の破片が出土した。丘陵上部に環状に分布する古代の造物包含層の広がりを確認した。

(2) 丘陵頂上部で中世城館の堀跡、土橋跡、中世の柱穴 6基を検出し、表土からではあるものの中世陶器

古瀬戸の瓶子片が出土した。堀跡外側に堀開削時の廃土の堆積層が広範囲に確認された。

(3) 丘陵裾部で近世以降の施紬陶器の翠 ・碗、瓦の破片が出土した。

(4) 時期不明のピット94基、溝跡20条、土横跡 9基を検出した。

(註 1) 藤潔良祐 「古瀬戸策批君幸四一古瀬戸前期機式の編年一H鋤瀬戸市埋蔵文化財センター研究紀要 第 3絹J1995) 

藤担軽良緒 i 9.中世陶器 ( 1 )古瀬戸Jcr概説 中世の土器 ・陶磁器』中世土器研究会編 真鰯社 1995) 

(註2) r多賀城市史』第5巻歴史史料(ー)(1985) 482頁

(補注 1) 古瀬戸片の出土状況は、場跡掘り下げ時の~土を埋め戻す際に発見している。地権者鈴木氏からの聴き取り調査では、少なく

とも戦後は丘陵下部から頂上部へ土砂を運搬したことはなく、また他所から土砂を搬入して耕作土にしたこともなく、腐葉土

などの肥料も丘陵内で賄ってきたということである。よって、この瓶子片が他所から鍛入された可能性は低〈、本来この丘陵

頂上部で用途不明なものの、古瀬戸が何かに使用されたものとみてよいだろう。

(補注2)i逸見遠江守」は 『留守分限帳』の 『御館之人数』にその名が見え、この他にも 『伊達正統1!t次考JC巻之九上 天文+三 年+

月廿一日条)にその名が見えるが、矢作ヶ館跡や周辺地域との関連性については不明である。『御中館之御分緩jには矢作ヶ

館跡のミ矢作ミを名字とする「やはきたしまJC矢作但馬カ〉の名が記されてはいるものの、「逸見遠江守」同様、矢作ヶ館跡

との関係は不明であり、矢作ヶ館跡の館主比定は困難である。

〈補注 3)加藤孝 ・野崎準 r多賀城市内の館跡 ー中世陸奥国府周辺遺跡の考古学的考察ーJr東北学院大学東北文化研究所紀重要」第 5

号 1973 cr中世陸奥国府の研究』東北学院大学中世史研究会編 1994 再録)では以下のように述べる。

⑦矢鍔|館跡市内留ヶ谷字野困の山林中、これも歌枕で名高い「野図の玉JlIJの向かいの丘陵中にある。標高10メートルほ

どの舌状に張り出した台地上lこ、南側には幅三メートル、 高さ0・五メートルほどの土塁が約五0メートルにわたって残り、

土塁の外側は地山を削り、急斜面に加工しである。北側には土塁はほとんど残っていない。現在、中央部を国鉄東北本線と

引込線が横断しており、宅地や畑になっている部分も多いため、現状確認はむずかしい。中央北寄りには径一0メートル、

高さ一メートルほどの円形の土墳があり、その簡には井戸跡も残っている。(中略)<r風土記御用曾出』を引用。 2在者詮〉

とあり、多賀城町誌は、この館跡を 『矢矧館Jであるとしている。

加藤 ・野崎両氏がここでいうところの館跡は野回遺跡のこととみられ、 f円形の土忽Jは野田遺跡中に現在もその痕跡をとど

めている。加藤 ・ 野崎両氏のいう矢~I館跡と本報告の矢作ゲ館跡とは別であるとみられる。

(補注4)鈴木氏の父世代からの伝聞ではあるが、この丘陵は以前は杉などの針築樹林であったものを鈎墾して果樹闘を造成しており、

その綴に丘陵斜街、特に北側主主斜面は築総裁絡が容易なように人カで段々焔状に造成したという。耕作機械も容易に上げられ

ない急斜面であったために造成は全て人力であり、大規綴に地形改変は行なえる状況ではなかったということである。また、

近年に至っても造成当時のままに泉総園を営んでいるということである。

加えて、これも伝聞であるが、現在劇削されて策北本線となっている丘陵部分に城館跡があったとも言われているようである

が、その痕跡がどのようなものであったかを確認できないので、伝家があるということにとどめておきたい。

11 



写真図版 1

掴臨込

噌室戸
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1.古瀬戸燦子 〈表)(図 4，R・2)

2 2. 古瀬戸瓶子 〈裏〉

3.矢作ヶ館置か会最(南東上空より)

多賀城市教育委員会嫌影

4.堀跡全景(海竃市調査分〉

海竃市教育委員会提供

5. 5トレンチ 黒褐色土堆積状況 (西より)

6. 5トレンチ 綴跡会重要 〈南東より〉



写真図版 2

7. 8卜レンチ黒縄色土堆穣状況

8. 7卜レンチ 土橋跡 ・堀跡 (函より)

9. 14卜レンチ 堀跡完掘状況 (函より)

10. 13トレンチ 堀外土佐積土 . ~得色土

堆積状況 (東より)

11. 13トレンチ 堀銚完綴状況 (東より)

12. 22トレンチ 遺続検出状況 (北より)

13. 23トレンチ 遺構検出状況 (北より)
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ill.市川橋遺跡第31次調査

1 .調査に至る経緯と経過

本調査は、城南土地区画整理事業地内にお

ける個人住宅建設に伴うものである。住宅の

基礎工事にあたっては、長さ 8m、直径約14

cmの鋼管を40本打ち込む、いわゆるパイル工

法を採用するため、地下遺構への影響が懸念

された。そのため、発掘調査実施の協力を地

権者に求め、平成14年10月30日に承諾書の提

出を受けたことから、事前調査として発掘調

査を実施するに至った。

当該地は、区画整理事業に伴う宅地造成の

際に約1.3mの厚さで盛土されていたため、 第 1図 調査区位置図 (・・は古代の道路跡)

現地表面から遺構面まではかなりの深さがあり、調査区の掘削に伴い多量の排土が出ることが予想された。

よって、敷地内での排土場所の確保と、隣接住宅や道路に対して地盤沈下等の影響が生じないよう配慮し

たことから、調査区の設定にあたっては面積を制約せざるを得なかった。

調査は11月5日から開始し、はじめに重機により盛土等の除去を行った。その結果、現地表面から1.5

........1.7m下で-遺構面を検出した。11月8日に遺構検出状況を写真撮影し、その後遺構の掘り込みを開始す

る。これと併せて1/20の縮尺で平面図作成も実施した。なお、当該地は区画整理事業に伴う市川橋遺跡

第26次調査のC18区の南側に隣接していることから、発掘基準線とその表示は、区画整理事業関連の各調

査(市川|橋遺跡第23........29次調査)と共通にした。すなわち、国土座標「平面直角座標系XJを使用して設

定し、座標値X= -189，200.000、Y= 13，850.000をそれぞれ東西 ・南北方向の基準線とした。そして、こ

れらの基準線の交点を調査の原点とし、 1m離れるごとに東西方向はE1・E2・E3・…一、 Wl• W2・

W3……とJI聞に表示し、南北方向についても同様に表示した。調査は、 11月18日までに調査区の北壁及び

東壁の断面図作成を終了し、11月19自に掘立柱建物跡及び溝跡の掘り込み、図面作成を終えたのち全体の

写真撮影を行う。 11月20日には補足調査とともに、当該地を現状に復するため人力及ひー重機による埋め戻

しを開始し、11月22日をもって調査を終了した。

2.調査成果

(1 ) 基本層序

14 

I層盛土前の表土。現代の水田耕作土。

E層 調査区全域に堆積している黒色土。層厚 5........15cmで木炭粒、焼土粒を多く含む。また、10世紀前

葉に降下した灰白色火山灰を斑状に若干含んでいる。

E層 調査区南東部のみに薄く堆積する浅黄色土。

W層 調査区の北西部から南東部にかけて顕著に認められる黒褐色土。層厚 5........10cmで、あり、上面は掘

立柱建物跡等の掘り込み面である。



V層 調査区の北半部に分布する黒褐色土。にぶい黄色砂質土を斑状及びブロック状に多く含み、その

割合等から 3層に細分できる。

(2) 発見遺構と遺物

今回の調査で発見された造構は、掘立柱建物跡 1棟、溝跡2条、土壌 1基である。このほか、建物の柱

穴が多数検出され、中には規則的に並ぶものも認められる。しかし、調査区が狭いため、建物として組み

合うまでには至らなかった。

S 83000掘立柱建物跡

建物跡西側が調査区外に延びると推定されるため、全体の規模等は不明であるが、柱穴の配置から南北

2問、東西 3間以上の東西棟と考えられる。調査区の北壁と東壁の土居観察から、堆積層のW層上面から

掘り込まれていることがわかる。平面での重複関係からは、SD3002溝跡、SK3003土壌より新しく 、他

の建物柱穴より古いことがわかる。検出した 7 基の住穴 (P 17~23) のうち、北側柱列の各柱穴をはじめ

とする 4基で桂材が残存している。また、残る柱穴のうち 2基で柱の抜取穴を確認している。方向は、北

側柱列でみると、東で約 4度南に偏している。規模は、北側柱列では柱聞が東から1.90m・1.80m、南側

柱列では東から約1.7m・約1.8mである。一方、東妻となる東側柱列では総長約4.1mで、柱聞は北から約

2.l m ・ 約2.0mである。柱穴の平面形は、 おおよそ長方形で、 規模は短辺が34~42cm、 長辺が42~48cmで、

検出面からの深さは36~48cmである。また、 残存する柱材は直径12~14cmで、ある。さらに、 2 基の柱穴で

礎板を確認している。柱穴埋土は、掘り方、抜取穴とも黒褐色土を主体とし、特に掘り方には地山土であ

るにぶい黄色砂質土が斑状及びブロック状に多く含まれている。

遺物は、掘り方埋土から土師器杯(ロク口調整) ・高台付杯(第 3図2) ・聾(非ロク口調整とロクロ

調整が混在)、須恵器杯 ・護 ・瓶、平瓦が出土している。このうち、土師器杯には底部から体部下端にか

けて手持ちへラケズリ調整を施しているもの(第 3図1)と、回転糸切り無調整のものがある。一方、須

恵器杯には回転へラ切り無調整と回転糸切り無調整のものがある。

S 03001溝跡

調査区西側で検出された東西方向の小規模な溝跡で・ある。西側が調査区外に延びており、確認できた長

さは1.4mである。講の上幅は16~38cmで一様ではなし、。一方、 深さは4~10cmで‘底面には凹凸がみられる。

埋土は、黒褐色土の単一層である。

造物は、土師器護(ロク口調整)、須恵器杯 ・裂が出土している。

S 03002溝跡

調査区の北東部から南西部にかけて検出したものである。東 ・西 ・南側が調査区外にかかるため、方向

や幅等の規模は不明である。重複関係から SB3000建物跡 ・SK3003土壌等より古い。また、調査区東壁

の土層観察から堆積層町屈に覆われていることがわかる。底面は、中央付近では凹凸が激しく、一番深い

位置で検出面からの深さ約25cmである。また、北壁付近ではテラス状になり、壁は非常に緩やかに立ち上

がる。埋土は大きく 2層に分けられ、上層は黄灰色土、下層は地山土を含んだ黒褐色土であり、その境に

植物遺体を含んだ薄い黒褐色土層がみられる。

遺物は、土師器杯(ロク口調整、1点のみ非ロク口調整) ・蓋 ・袈(非ロク口調整とロク口調整が混在)、

須恵器杯 ・高台付杯(転用硯、第 3図11) ・葦 ・費、丸 ・平瓦、土器片製円盤(須恵器瓶を転用)が出土
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阪位| 土色 ・ 土性 儲 考 鳳 位 | 土色 ・ 土性 備 考

基本属位 2 風俗色土 (2.5Y3/1) 地山プロヲクを含む。 住穴錫りつぢ

オリープ緑色土 (SY2/1) 水回緋作土。 3 黒色土 (2.SY2/1) " " 
H J.¥¥色土(I0YR2/l) 灰白色i火山灰班、木炭段、焼土t立を含む. S 83000 P23 

削 浅草E色土 (2.5Y7/4) 潟1昌色土磁を若干含む. l 量産灰色土 α5Y4/1) 地山E置を含む. 伎L産取穴

W i側首色土 (2.5Y3/1) 地山E旺を含む.木俊伎を含む。 2 暗灰黄色土 (2.5Y4/2) " 住穴錨り方

Va 原f晶色土 (2.5Y3/1) 地山プロヲずを多〈含む。 3 瓜llJ色土 (2.5Y3/1) " " 
Vb 黒色土 C2.5Y2/1) " 4 にぷい黄色砂n土 (2，5Y6/4) " 
Vc 熱情色土 (2，5Y3/1) 』也山.Il!を多く含む. P24 

S 63000 P18 自民尚色土 (2，SY3/1) 鳩山E証を含む。 校iまI担穴か

1 IJ.¥¥縄色土 (2.5Y3/1) 地山プロヲタを多く含む. 柱穴煽り方 2 !M1lJ色土 (2.5Y3/l) lt!l山プロックを多〈含む。 " 
S8ぬ00 P19 3 m焔色土 (2，5Y3/1) 地山プロヲクを含む。 " 

銀色土 (lOYR1.7/1) 木炭t立を多く含む. 住抜取穴 4 オリープ黒色砂f堂土 (10Y4/1) 烈総色土磁を若干含む. f.F.穴締り方

2 J.¥¥憾色土 (2.5Y3/1) 地山ブロヲタを含む. " P2S 

3 ffilll色土 (2.5Y3/l) 地山プロヲタを多〈含む。 柱穴煽り方 i H直灰黄色土 (2，5Y4/2) 地山I!Iを含む. 住妓取穴か

S8ぬ∞ P20 2 策灰色土 (2.5Y4/1) 地山プロッずを多〈含む。 " 
J.¥¥lil色ニt(2，5Y3/l) 地山政を若手合む. 往復跡 3 にぷい黄色砂貧土 (2.5Y6/4) 鍵灰色士i二斑等を多く含む. 住メ;鍋り方

2 ~QIIl色土 (2.5Y3/1) 地山プ0 ヲ7を多〈含む。 住穴締り方 4 県尚色土 (2.5Y3/1) 地山プロッヲを多く含む。 " 
S 83∞o P21 S 03002 

!!¥1畠色土 (2.5Y3/l) 地山プロヲタを含む. Ii穴探り方 ① 筑灰色:1.:(2，5Y4/1) 地IlJllfを若干含む.*~世1立を含む。

2 にぷい黄色砂't't土 (2.5Y6/4) lJ.l尚色:1二1IIを若干合む。 " ② 前灰色土 (2，5Y3/l) 随物治体を含む.

3 且~I昌色t (2.5Y3/1) 地山.Il!を若干含む. " ③ 瓜1白色土 (2.5Y3/1) lt!l山プロッ fを含む。

4 前灰色砂貧土 C2.5Y4/I) 成総色土91を若干含む. " SK鈎03

S 83∞o P22 。瓜縞色七 (2，5Y3/1) 下局との境にilJい木炭胞がある.

1 I鍛111色土 (2，5Y3/l) l木俊伎を若干含む. 住nn事 ② 烈t昌色土 (2.5Y3/1) 地山プロッテを多く含む。

土層観察表

遺構平面図 ・断面図第 2図
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している。このうち、土師器杯には底部に回転へラケズリ調整を施しているものがある。一方、須恵器杯

の底部切り離しと再調整の技法には、回転へラ切り後手持ちへラケズリ調整、回転糸切り後手持ちへラケ

ズリ調整、切り離し技法が不明で回転へラケズリ調整、回転へラ切り無調整、回転糸切り無調整のものが

ある。この中では、回転へラ切り無調整のもの(第 3図5~10) の出土量が最も多く 、 底部調整等のわか

る出土資料59点中53点を占め、全体の 9割近くにのぼる。

S K3003土境

調査区南側で検出した。重複関係から SD3002溝跡より新しく、 SB3000建物跡より古い。他の遺構に

壊されている部分が多いため明確とは言い難いが、残存状況からみると平面形はほぼ円形で径約70cm、断

面形はすり鉢形に近く 、深さ約20cmで‘ある。埋土は 2層に分けられ、上層は黒褐色土、下層は同様の黒褐

色土に地山ブロックを多く含んでいる。

造物は、土師器聾(非ロクロ調整)、須恵器杯が出土している。

3. まとめ

今回の調査で発見された主な遺構について、その重複関係をみると S03002溝跡→SK3003土境→SB

3000建物跡という新旧関係になる。これらの遺構は、 10世紀前葉に降下したとされる灰白色火山灰斑を上

部に含む堆積層のE居に覆われることから、一番新い、SB3000建物跡の下限年代は、これをやや遡る時

期に求めることができる。また、10世紀前葉頃に出現するとされる須恵系土器は、 E層からはわずかに出

土するが、各遺構の出土遺物にはみられない。一方、一番古い SD3002溝跡については、土師器はロク口

調整のものが主体を占め、これに非ロク口調整のものが混じっている。また、須恵器の杯においては、ロ

クロからの切り離しと再調整の技法が、回転へラ切り無調整のものが全体の約 9割を占めている。さらに、

杯の口径に対する底径の比率(底口比)が0.54~0.65の聞に分布し、 比較的大きな数値を示すことなと\

9世紀前葉から中葉に位置付けされる出土遺物の傾向や特徴がみられる。 しかし、今回の調査では、調査

面積が非常に狭いことや、各遺構出土の遺物に年代決定の根拠となるようなものがなく、大きさ等の正確

な数値が得られるものも少ないことから、遺構毎に詳しい年代を導き出すまでには至れない。したがって、

今回検出の各遺構の年代については、おおよそ 9世紀代の変選であると理解するだけにとどめておきたい。

次に、S83000建物跡について若干ふれると、この建物跡は前述のように多賀城南面に方格地割りが施

行され、町並みが形成されていた時期に存在していたものである。その位置は、東が東 2道路、西が東 1

道路、北が東西大路の東側延長線上に延びる東西道路に画される区画内にあたる。さらに、東2道路との

間の距離は約14mで、方向もほぼ一致することが、平成11年度実施の第26次調査の成果により判断できる。

この調査においては、同じ区画内に規模や方向をほぼ閉じくする建物跡を数多く検出している。特に SB

3000建物跡の北隣には、 2間X3聞の南北棟建物跡が位置し、この建物跡の西側柱列と SB3000建物跡の

東側柱列とは柱筋を揃えて配置されている。このことから、SB3000建物跡は他の建物跡と同様、この区

画内を構成する建物群のーっとして捉えることができる。

17 
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番号 積額 鑓樋 追f揖・鰭位 外節調 E聖 書事 内面絢fI1 主主存 口径 底 E皇 君事 ;g; 写真図版 ~録務母 側 ヨ時

l 土節怨 相: S830∞PI9 
ロクロナチ・ ヘラミガキ

4/24 (J3.4) (6.8) 3.9 1 -4 体罰iに「体Jの患者聾
底部~体部下手持ヘラケズリ -潟色処思

2 土自軍器 高台付杯 SB3∞o PI9 
c?ロナデ ヘラミガキ

6/24 (14.3) (7.1) 5.3 2 底宮E 図転糸切り -黒色処理

3 須恵器 f.F、 Pl ロヲ ロナデ底郎ヘラ切り cl)cナデ 16/24 (13.6) 7.4 4.0 1-1 4 

4 須l!llG 杯 P 14 ロヲロナヂ底告sヘラ切り ロタロナヂ 6/24 02.3) ω0) 3.4 5 底部に r+Jのヘラ錨

5 須恵怨 斜: S03002 1届 ロクロナデ緩部へラ切り ロタロナヂ 4/24 (14.5) (8.1) 4.1 9 底部に fxjのへ予{苗

6 ，JI恵器 相: S03002 1簡 ロクロナヂ陵部ヘラ切り ロクロナデ 底体E~B ー 7.6 ー ー 10 腹部に「ーJのへラ鏑

7 須恵器 杯 503002 l!寄 ロヲロナヂ底部ヘラ切り ロヲロナデ 7/24 (12.5) 8.1 3.6 1-5 11 底部に「坐」の盤彼

8 須憲君E f.F SOぬ02 1風 ロヲロナデ底部へラ切り ロクロナデ 10/24 03.1) (8.1) 3.0 12 

9 須恵器 腕: 503∞2 J厨 c?cナヂ底部ヘラ切り ロデヨナデ 4/24 (13.9) (8ι) 3.5 13 休部に f¥Jのへ手術

10 5貝恵器 F事 SO:筑)()2 11語 ロFロナデ ra:西田 ヘラ切り ロヲロナデ 8/24 (14.8) (8.0) 4.1 ー 14 

11 須恵穏 高台{守派 SD3∞2 1届 ロクロナヂ l護部 ヘラ切り ロクコナデF 18/24 13.6 8.4 4.8 1-2 15 底t.a部Iln内E商に織lN.

12 5見司ltlG 荷台付杯 5D3∞2 1届 c?cナデ底笥;へラ切り 。?'"ナデ 13/24 (13.2) 8.6 5.5 )-3 16 

13 2克司!!W 保 目1磁 ロタロナデ底部 へラ切り ロタコナヂ 体~ (8.6) 
底部

『 20 底部に f升Jのへラ儲

14 ~lIJ!.t怨 係 H廊 ロ9ロナデ底部へラ切 り ロ?"ナデ 8/24 (13.8) (8.0) 4.0 21 

第 3図出土遺物
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IV.市川橋遺跡第32・33次調査

1 .調査に至る経緯と経過

本調査は、城南地区土地区画整理地内の個人住宅建

設に伴うものである。当該地周辺では、近年、区画整

理に伴う大規模な発掘調査が実施され、地方古代都市

に関わる遺構 ・造物が多数発見されている。

今回の建設工事は、基礎工法に細い鋼管を打ち込む

ノマイル工法をとることから、埋蔵文化財に影響を及ぼ

すことが考えられた。そのため、工法変更により造構

の保存が計れないか協議を行ったが、結論としてパイ

ル工法によるものとなった。これを受け地権者から11

月16日に第32次調査区、11月18日に第33次調査区の調

査依頼が提出された。

調査は両地区が東西に隣接することから、作業の効

率性を考え11月27日より同時に開始した。はじめに重

機による盛土および堆積層の除去を行い、 29日から作

業員が入り各々の調査区で遺構検出作業に入った。以

下、調査次ごとにその後の経過を記載する。

(1 ) 第32次調査

第 1図 調査区位置図

12月2日には、ほぼ遺構の概要が把握され、東西・南北方向の溝跡各 l条、掘立柱建物跡2棟の他柱穴が

多数発見された。速やかに実測図作成のための基準杭を設定し、平面図作成に取りかかる。平面図終了後、

各遺構の掘り下げを行い断面図の作成、平面図の補正を行う。掘立柱建物跡の内 l棟は、総柱の建物にな

る可能性も出てきたことから、若干北側に拡張し建物の延びを確認した。その結果、SB3005とした2間

X2閣の総柱建物になることが判明した。 12月12日-13日にかけては、調査区内の基本層序の検討を行い、

遺構の掘り込み面等の確認をした後、土層断面の写真撮影、実測図の作成をする。 12月17日には、器材の

撤収、埋め戻しを行い一切の調査を終了した。

(2) 第33次調査

11月29日から遺構検出作業を行い、掘立柱建物跡l棟、溝跡2条を発見した。 12月3日より平面図作成の

ための基準杭を設定し平面図を作成する。平面図作成終了後、随時柱穴を半載し、断面図を作成した。 12

月9日には建物跡の調査を終了し、溝跡の掘り下げを開始した。 12月13日には溝跡を完掘し、全景写真撮

影を行った。 12月16日に器材の撤収、12月18日に調査区の埋め戻しを行い一切の調査を終了した。

なお、両調査区の発掘基準線の設定にあたっては、第31次調査と同様の表記方法をとった。

20 
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第32次調査区

第 2図調査区配置図

2.調査成果

(1 ) 基本層序

今回の調査区で確認された基本居序は以下のとおりである。

大別して6層に分層され、いずれも水平堆積である。

Ia 層区画整理に伴う盛土層層厚約1.3m

Ib層現代の水田耕作土層層厚10~15cm

llaJ冨 黒色粘質土で・庖厚2~5cm 古代の土器細片含む

llb層 暗灰色土で層厚3~10cm 古代の土器細片含む

第33次調査区

E 層 黄灰色土で層厚1O~20cm 灰白色火山灰粒・小ブロックを上位から中位に含む

古代の土器片含む S B3004・3005の検出面

W 層 黄灰色粘質土で層厚10~20cm 古代の土器片含む S D3006の検出面

V 庖 暗灰黄色粘質土で層厚5~15cm 羽層ブロックが混じる 下面は凹凸有り

羽 層灰黄色土 地山 S D3007の検出面

(2) 発見遺構と遺物

S 83004掘立柱建物跡

W45 

氾F

5m 

第32次調査区の東側で検出した掘立柱建物跡である。 E層上面から掘り込まれており、llb層に獲われ

ている。東西 l間以上、南北 l間以上の建物跡で、大部分が調査区外へと延びており、 3基の柱穴を確認

したにすぎなし、。 3基の柱穴のうち 1基に柱痕跡ともう 1基に抜取穴を確認した。SB3005建物跡と重複

しており、それより新しい。方向は、西側柱列でみると北で約 3度西に偏している。柱聞は、東西が2.2m

以上、南北が2.6m以上である。柱穴は、 平面形が60~80cmの隅丸方形で、検出面か らの深さは70~80cm

である。掘り方埋土は、黄灰色土が主体で灰白色火山灰粒が混じる。柱痕跡、は直径約20cmの円形である。

造物は掘り方埋土を主として、土師器杯・襲、須恵器杯・費、須恵系土器杯、丸瓦が少量出土している。

土師器杯はいずれもロク口調整であり、底部は回転糸切りが大半を占める。この他に墨書土器が 1点ある

(第 6図 1)。

S 83005掘立柱建物跡

第32次調査区のやや東よりで検出した東西 2問、南北2聞の東西棟総柱建物跡である。 E層上面から掘

21 
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り込まれており、llb層に覆われている。柱穴は 9基すべて発見し、うち 3基で柱痕跡を検出した。この

うち 2基は柱切取穴の底面付近で確認した。また、抜取穴も 3基で検出し、このうち l基では礎板と礎板

石がすえられていた。 SB3004建物跡、SD3006・3007溝跡と重複しており、SB3004建物跡より古く

S D3006・3007溝跡より新しい。方向は、南側柱列でみると東で約 3度南に偏している。桁行については、

南側柱列で;3.5m、柱関は西から1.7m、1.8mである。梁行については、東妻で'3.44m、柱聞は北から1.76m、

1.68mである。柱穴は、隅丸方形を呈し、一辺が0.8........1.1m (隅柱)のものと0.5........0.65mを計るものとに

分かれる。検出面からの深さは80""""105cmである。掘り方埋土は、灰色粘質土が主体で灰白色火山灰粒が

混じる。柱痕跡は、直径約20cmの円形で、隅柱については柱のあたりから想定すると約30cmである。

遺物は掘り方埋土を主として、土師器杯・護、須恵、器杯・裂、須恵系土器杯 ・高台付杯、丸瓦、土器片製

円盤、炉壁、砥石が出土している。土師器杯はいずれも ロク口調整で、底部は回転糸切りが大半を占める。

須恵器杯の底部も大半が回転糸切りである。

S 83008掘立柱建物跡

第33次調査区の羽層上面で発見した桁行 3問、梁行 1間以上の東西棟掘立柱建物跡である。住穴は 6基

検出し、柱は全て抜取られていた。 SD3007・3009溝跡と重複があり、これらよりも新しい。方向は南側

柱列でみると、東で約 3度南へ偏している。桁行については、南側住列で総長6.6m、柱間は西より2.1m、

1.8m、2.7m、梁行については、東妻で2.3m以上で‘ある。柱穴の平面形は方形であり、掘り方の規模は一

辺50........70cmである。深さは検出面より30--50cmである。抜取穴埋土は炭化物を多量に含む黒褐色粘質土、

掘り方埋土は地山ブロックを含む暗灰黄色粘質土である。

遺物は、抜取穴より土師器杯(ロク口調整) ・聾(ロク口調整)、須恵器杯(へラ切り) ・聾が出土し

ている。

S 03006溝跡

第32次調査区のほぼ中央付近で検出した南北溝跡である。 W層上面から掘り込まれており、E層に覆わ

れている。南壁から北壁にかけて約4.4m検出し、さらに調査区外へ延びている。 SB3005建物跡、SD

3007溝跡と重複しており、SB3005建物跡より古く SD3007溝跡より新しい。方向は、北で約 1度西に偏

している。規模は、上幅O.6""""0.8 m、下幅0.4--0.5m、深さ40cmである。断面形は逆台形を呈する。埋土

は黄灰色~暗灰色粘質土で、3層に分居容れる。いずれもほぼ平行に自然堆積する。

遺物は、土師器杯・裂、須恵器杯・瓶・輩、丸瓦が少量出土している。土師器杯はいずれも ロク口調整の

ものであり、底部や体部に手持ちへラケズリしたものがある。須恵器杯iこは回転糸切りのものがある。

S 03007溝跡

第33次調査区から第32次調査区にかけての羽層上面で検出した東西溝跡である。長さは15mまで確認し

た。 8B3005・3008建物跡、8D3006・3009溝跡と重複があり、これらよりも古い。方向は東で約 7度南に

偏する。規模は上幅1.85m以上、下幅1.30m、深さ87cmである。埋土は、大きく 2層にわけられ、上層は

地山プロックを多量に含む人為的に埋められた土居であり、下層は暗灰黄色粘質土の自然堆積層である。

造物は、上層から土師器杯(ロク口調整) ・謹(ロク口調整 ・非ロクロ調整) ・甑、須恵器杯(へラ切

り・糸切り) ・裂、墨書土器、漆付着土器、平瓦、石帯(丸靭)が出土し、下層からは須恵器杯(へラ切

り〉、木筒状木製品、箸状木製品が出土している。

23 
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S 03009溝跡

第33次調査区第VI層上面で検出した東西溝跡である。長さは8.2mまで確認した。 SD3007溝跡、

S 83008建物跡と重複があり、SD3007溝跡より新しく 、S83008建物跡より古い。方向は東で約 6度南

に偏する。規模は上幅1.80m、下幅0.40m、深さ76cmで=ある。埋土は、大きく 2層に分けられ、l層は炭化

物を多量に含む黒褐色粘質士、2居は地山ブロックを少量含む黒褐色粘質土居である。

遺物は、土師器杯(ロクロ調整) ・蜜(ロク口調整)、須恵器杯(へラ切り ・回転糸切り) ・聾 ・瓶、

墨書土器、製塩土器、土錘が出土している。

3.遺構外出土の遺物 (第 6図)

基本層のn.m層より、土師器杯・高台付杯 ・鉢 ・費、須恵器杯・長頚瓶 ・聾・葦、須恵器土器杯 ・高台付

杯、丸瓦・平瓦、土製カマド、製塩土器、土器片製円盤、砥石が出土している。

4.まとめ

(1)掘立柱建物跡(S83004・3005)の年代は、E層上菌から掘り込まれていることから灰白色火山灰降下

以後の時期、10世紀前葉以降とすることができる。これはE居中および桂穴埋土に須恵系土器が含まれ

ていることと矛盾しない。

(2) 溝跡 (SD3006・3007)の年代は、E居に覆われていることから、灰白色火山灰降下以前の時期、10

世紀前葉以前とすることができる。 上限年代は、いずれの遺構でもロクロ調整の土師器で占められるこ

とから、8世紀末頃と考えられる。

25 
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$位.c・( ) 1:1推定値
番号 磁 別 ¥li;積 遺構 ・麗位 外面調盤 内面~lt 残存 口径 底径 銭高 備考 写真図版 鐙録番号

1 土IlPM 係 SB3∞4鑓方 ロヲ0ナヂ、農節回転糸切り ヘラミガキ、黒色処理 体部~底邸 鍛嘗巴J 2・6 32-1 
2 須怠116 事事 SB3∞s漫土 。?cナデ、底部自転糸切り c?ロナデ 口総~体部 (12.5) 5.6 4.1 32・2

3 土師器 杯 SB3∞8埋土 C? 0ナヂ、辰吉E切餓し:不明 ヘラミガキ、黒色処E童 体部~底鵠 (6.8) 111書閣」 2・4 33・1
ーー手持ちへラケズリ

4 須恋器 杯 p-2 題土 。?Dナデ、底都回転糸切り C? Cナヂ {車部~篠宮Z 5.7 級担u:;暗」 2-5 33-2 
5 土師~ 4平 L-U ロタロナヂ、底部自伝糸切り

4 手持ちへラケズリ
へラミガキ、県色処理 ロ縁~底邸 (13.1) (7.9) 3.7 32-6 

6 iJil!l官官 長顕瓶 L-阻 ロクロナ デ、t事館手t寺ちへラ
ロ?ロナヂ 体毒事~底部 (90) (15.4) 

2-11 32-8 
ケズリ

7 土師器 耳皿 L-阻 ロクロ ナデ ロタロナデ 3.6 2-2 32-7 

第 6図 掘立柱建物跡、基本層出土遺物
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第32次調査区全景 (東より)

S83005礎板検出状況

第33次調査区全景 (西より)
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S03006断面 (北より)

写真図版 1
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S83005柱穴断面

S83005礎板石検出状況
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S83008 (西より)

S03007・3009断面 (西より)
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1.2寅恵器杯 (第 5図 5 5:1/3) 
2.土飾器耳皿 (第6図 7 5:1/3) 
3.土師器費 (第 5図145:1/3) 
4.須恵器杯 (第6図 3 5:1/3) 
5.須恵器杯 (第6函 4 5:1/3) 
6.土師器杯 (第6図 1 5:1/3) 
7.須恵器杯 (第5図12 5:1/3) 
8.石積(丸務) (第5図6 5:1/1) 
9.土錘 (第 5図15 5:1/2) 
10.須E祭器聾 (第 5図13 5:1/3) 
11. 須窓器長顕瓶 (第 6図6 5:1/3) 
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高リ 書 名 矢作ヶ館跡第 3次調査市川橋追跡第31次調査市川橋遺跡第32・33次調査

シ ズ名 多賀城市文化財調査報告書
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所 在 地 T985-0873 宮城県多賀城市中央二丁目27番 1号百iL022-368-0134

発行年 月 日 西暦2003年 3月31日

所ふ収り遺が跡u 所在地
コード

市町村 遺跡番号
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

矢や作は曹ヶが館たて跡ると 宮み令城官県吋ん

042099 18029 38度 141度 平成14年 824rrl 宅地造成

(第3次調査う 多賀城市 18分 00分 7月18日
留とめヶが谷。二丁目 10秒 42秒 ~ 
地内 8月27日

市川橋遺跡
宮みや城曹県tjん

042099 18008 38度 140度 平成14年 25rrf 個人住宅

(第31次調査)
多た賀がU城£う市し

17分 59分 11月 5日 建設
高たか崎さs字，，~水みず入いり

42秒 39秒 ~ 
地内 11月22日

市川橋遺跡
宮み'!>城害県ゅん

042099 18008 38度 140度 平成14年 28rrf 個人住宅

(第32次調査) 多賀城市 17分 59分 11月27日 建設
市いら川かわ字"1{鴻ζうノの池いけ

43秒 28秒 ~ 
地内 12月17日

市い宅るか川わば橋し遺い跡tt~ 宮みや城8県.tん

042099 18008 38度 140度 平成14年 36rrl 個人住宅

(第33次調査) 多賀城市 17分 59分 11月27日 建設
市いら川かわ字あざ鴻ζうノのい池り

43秒 28秒 ~ 
地内 12月18日

所収遺跡 種 別 主な時代 主な遺構 主な造物 特記事項

矢作ヶ館跡 集落跡 古代 竪穴住居跡、掘立柱 土師器、須恵器、 中世の堀跡を発見

備 3次調査) 域館跡 中世 建物跡、堀跡、土墳 瓦、古瀬戸 した。

市川橋遺跡 集落跡 平安 掘立柱建物跡、溝跡、 土師器、須恵器、

(第31次調査) 土壌 瓦

市川橋遺跡 集落跡 平安 掘立柱建物跡、溝跡 土師器、須恵器、

(第32次調査) 須恵系土器、瓦

市川橋追跡 集落跡 平安 掘立柱建物跡、溝跡 土師器、須恵器、

(第33次調査) 製塩土器、石帯
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